
 

 

 

 

                                                  

 
 

 

   

 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和７年３月４日 No.７４５ 作成者 荒木俊光 

 

ハウス・トンネルの春先の仕事は換気と保温

と 

)) ―ＴＡＣ information―  

 3月３日、大原文化センターにおいて、会員ほか 30人の参加で大

原やさい研究会の勉強会が行われました。「2024年度作を振り返っ

て、失敗をアツく共有する」のテーマで様々な意見が活発に交換され

ました。参加農家から各自３つの失敗について報告し、それについて、

参加農家や、普及センター、JA からアドバイスをしていく形で行わ

れました。「ニンジンの発芽がうまくいかなかった」「ダイコンにすが

入った」など技術的な内容や、「獣害で全滅した」など深刻な課題も

出され、解決できなかった課題については、後日回答することになり

ました。勉強会の後、京都市、農業会議より、農業者年金のメリット

について説明が行われ、参加農家も真剣に聞き入っていました。 

 

湿度が高いと病原菌が増殖します。特に、湿度９０％以上では灰色かび病、べと病など

の病気が発生しやすくなります。換気で湿度と温度を下げましょう。 

トマト灰色かび病 ホウレンソウべと病 レタスべと病 

春先のトンネル内では、高温で生育が早くなり耐寒性が弱くなるため、遅霜の被害

に合いやすくなります。換気の徹底で、耐寒性を保持するよう管理し、強い霜が予

想される時は、古い汚れた被覆資材を重ねて二重にするなどして対策を行いましょ

う。また、換気作業の要らない穴あきトンネルでは、急激な温度上昇が抑制され、

軟弱徒長になる心配がほぼなく、遅霜対策にもお勧めです。 

レタスの凍霜害 ホウレンソウの凍霜害 
換気の要らない穴あきトンネル 

大原やさい研究会で高温対策勉強会 

各自の失敗例を黒板に貼り付け意見交換 



 

 

 

 

 

 

補助対象となる京都市の認定農業者、認定新規就農者の皆さまには、

京都市から事業のお知らせが届きます 


